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1８ 
以上「内巡閲」「外巡閲」の傾向についてそれぞれ分析した結采であるが、次に問題になることは、行被験宥ご
と
に
「
内
述
関
」
と
「
外
巡
閲
」
の
連
関
を
問
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
課
題
に
そ
っ
て
分
析
を
進
め
る
こ
と
は
、
内
外
述
側
と
して予想される類型（Ｘをふくめて）六四を前提にしその内容を特徴づけることが必要になってくることと、判定
不能が「外連関」で減少したといっても、内外連関とも判定不能なサンプルについての意味をとうことが残ること
に
な
る
。
ち
な
み
に
そ
の
頻
度
は
二
○
％
前
後
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ク
ロ
ス
集
計
を
試
み
、
内
外
連
関
の
特
徴
を
ひ
ろ
っ
て
み
た
が、頻度が分散することから、一致度、ズレの意味が問えずしたがって以壹上の方法での分析はこれまでになる。そ
こでサンプルをかえ自己分析の方法（ＴＳＴ）に自己評価テストをクロスさせることにより、内外連関の記述概念
を
杣
川
し
、
そ
れ
に
従
っ
て
現
代
青
年
の
自
己
像
の
獅
型
を
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
四
、
、
己
像
類
型
と
自
己
評
価
と
の
相
関
自己像の形成過程は、自己を客体として経験し直すこと、いいかえれば諸他の視点をとることによって現われる
（
２
）
星
野
命
『
、
己
態
嘆
（
”
…
冨
冒
；
）
の
比
較
的
研
究
（
そ
の
一
）
’
一
つ
の
方
法
の
検
討
」
ｌ
本
心
唖
学
会
第
二
二
回
大
会
発
表
論
文
集
、
一
九
五
八
（３）テストの手続。以下のインストラクションを十分肌解させた後、「私とは・・…．？」「私の仲間とは……？」「未来の私
とは．…：」の問に其れぞれ十五分をⅡ次に一斉に二○の文章を完成してもらう。時間内に記入できない被験者には、時川
内
で
完
成
し
た
記
述
の
ま
ま
に
次
に
進
ん
で
も
ら
う
。
ま
た
Ｔ
Ｓ
Ｔ
終
了
後
向
己
評
価
テ
ス
ト
に
記
入
し
て
も
ら
う
。
インストラクション「これから私がいうことばを附いて、頭にうかんだ内沸をうかぶ噸に二○通りの言い力でつぎつぎ
に誹いてください。誰れかほかの人に言うのではなく、ｎ分自身に向って言うようなつもりで、間自縛しながら、できる
だ
け
早
Ｈ
に
短
い
文
章
に
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
れ
は
響
こ
う
、
こ
れ
は
よ
そ
う
と
い
う
よ
う
な
取
捨
選
択
は
い
り
ま
せ
ん
。
瑚
屈
に
こ
だわらず自然な気持ちで書いてください。」
（１） 提①、公 尻：ｐ冨自｛。ａ国・伜冨の勺月［］目」・目ケＯＢ勝の・・○口命日ロ獣８］】日の農個己○口。｛砿⑩席，日日且Ｃゅ、シ『ゴ周．⑪。。】＆・幻のぐ。
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1９ 
自
己
評
価
テ
ス
ト
（１）（２） 
モ
ー
リ
ス
・
Ｍ
１
ゼ
ン
パ
ー
ク
が
、
六
○
年
代
に
ア
メ
リ
カ
評
雌
牛
を
対
象
し
て
実
施
し
た
テ
ス
ト
を
翻
訳
し
迅
試
し
て
み
る
。
わ
れ
われは七三年から継続してデーターをとっているが、方法は一○項Ⅱの質問それぞれに、四つの間隔尺度をおき一
つ選択してもらう。統計的には必要な再現性系数（幻①ロⅡ＠・＆）をえている（ガットマン・スケールによる）。反
応を０から６までに得点化し、順序尺度として様々なグループの自己評価の分布を机対的に比較する。
対象は都立而校一クラス山川豹、専門学校（行泄学校）一クラス七○妬、比較資料としてＭ１ゼンパーグのアメ
リカ三○七一糸の標本をあげる。Ⅱ米の自己評価得点を比較すると、Ⅱ本の青年の商得点は４にあり、アメリカ青
年はｌでその錐異は大きい。この傾向は、この数年被験村をかえやってみているが、ほとんど異同がない。自己評
川
の
揃
い
こ
と
を
も
っ
て
、
現
尖
の
社
会
規
範
へ
の
適
応
能
力
の
安
定
、
あ
る
い
は
甑
ま
し
い
自
己
の
あ
り
力
と
し
て
み
る
視
点
か
ら
すると、日本青年の自己評価の現われは、それにほど遠く、ほとんどの者が不安定な社会的不適応をおこしている
'こにｌｌｌｉ不のな他つ’１１表そ関、一i１ｉ１（つ比た己
わこ連認致↓iiて鮫が認
れです知か的いを、知
た次る枠ら’Ｍ１る媒日と'÷’にとを」'｛心と介己，］
己モい肱ずべ，いに評己像’つげる」しうし1,,,ｉ評類リてる不感指たに価型スいと宏を摘，:１つの
の．いい紫よば□い側扣『』だうり'（ぴ様ＩｉＩ１ｉて而関’ろ意をお々，(〔，,Ｉを
をゼう味とこな感題考次ン゜できしョやがえ
にパ相は、［１、のる報’互な経己，:，ここ告ク柿す駁１１，１□つと
ナに完。と論文てが
るよ的他しし－持いで０ つ課ｆｌ・てののるき
て題に対’'１炎゜る
Ⅱ'１と対象に’），，:１．
発しす化みで己自
さてるさいあｉ;ド己
れあ傭れだるＩｉｌ１ｉ調
たつ紋たせ。’よ知’:’か感，:Ｉるこ、に
己わ、己・の｜:１つ評れ認の『１，:，□い
’''ｉる知ｌｔｉジ己像て
テ゜の’''１ヤｌＩｌｉ形は
ス工拡を１１(〔成Ｔ
１、リ大広ス感過ｓ
をクはげＩよのｈｌＴ
つソ、る、持｜この
かンそこ非続あ検
いのれと指がた討、いを炳,イネｊｉｉｊｉｉｉ伽:,心己可し特我形己Ｈｌ１像避そ微｜両］すと旅を的のと一る経法文に構
さ性間験のえ表造
らの己とＩ|，るわの
に慨にのでモオし理
は念対ＩＮＩ、メて解
Ｔもすに他ンくに
ｓこるあ考卜るせ
Ｔれ評るへ’こ’!，ま
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2０ 
、のをる象１１１集こり老体越
継警審鮮葦聯，，
るみる以己でのきを、現゜ ２O こせが上イ蝋あ現る私｜:｜す－
とて、の１Wる実がた己るつ
がお商視成には、ち評との次、：佼点のも、その価い手１０
の、生かｉｉｉかⅢれ類のうが課対群ら要か木が型商見か（％）
題象はもなわ脊虚でさ解りｏ
でを‘ｌ考核ら年偽考がを｜こ
あ二をえに１重でのえ虚展な
るグピらなその目る偽｜;Ｍる
゜ル｜れつれ３己とのす主
｜クなてをの態３１÷１る張
プにけい；lili速度が己とと
と辿れる先｜)りだ予意、し
し統ぱこすにと恕識反て的
て的なとる比すさ、ｉＨｉは研’
特ならで形くれれ’:｜外、究；
徴１１１なあではぱる己在日をづをいる外る、こ充的己手Ｉ
けなｌｌＵ・存か対と尖な評掛
てし題仮的に他に感itWiiliD：
いてを定な１割でなに範’１に
るい内は要己はるさ休日し・る含以ｌＫＩ評、。ざ制己て’
このし」：とＩ１１ｉ仲対えや尊考
のにてにしが’１{ｊｌ÷Ｉら外並え，
そ対い｛ＷてiilIi側面れ部へらﾎﾟ
ｷﾞｷﾀﾞ：経;;壁２世iii儲れ専１１が会け予ＩｌｌｌＩ１ｌ１へ際とのIIIl木、的で想与解の８は１幕義２８等撫惑徽且ザ
ので群像ｍｌｊちな目る依がが，
意はの瓢jlLM，がい己・存内、‘
味４特型施う゜評以とｉｉｉｉ今，
をに徴をへ゜しｌＩｉ－上し化時・Ｉ凱統を｜:１の仮かののてさ点’
己いｌｌｌｆ己依定し商こあれで’
似てlill[評存さこさとらたは｜
類２すｌＩｌｉとれのとをわ日、
型Ｉこるとそる予述ｉ)ｉれイ|：推」ともとイ１１のこ想関拠る的測ｊ
のうｊＩ１１１ｊｌｌｌ:｜とささに側なの：
１１１－似さ己はれせア而規閥，
わつ形せ対、るるメがjiiiiをｉ
図４ 己評IMiの分布
／ 
ことになる。たしかに、サンプルをかえて現われる若干の相違にそれを
６
 
ドみることができる。たとえば、｛肋校生は大学生に比較して自己評価がひ
し
“鮨総統と山「低」に移行したり、受験前の而校一二年生をみると、一、二年生よ
Ｉ
え
価
《
Ｉ
３酸嚇晒万力札川田『Ⅷ乖醜靹鮎唾酢Ⅶ搬排必糀肌酸識鮴“峅叩辨川汐衿悴乖がト
ド
１
．
瓜
１
２
膿
１『一一一る。しかしその差異は、日米満年の差を前提にすれば微細で誤差範川内
。‘咽
であるといってもいいような倣向である。では》」の差はいったいどのよ
０
 
う
な
理
山
か
ら
生
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
比
較
文
化
論
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2１ 
自
己
像
類
型
と
自
己
評
価
自
己
像
の
類
型
で
あ
る
七
つ
の
タ
イ
プ
と
し
て
内
連
関
と
外
巡
閲
の
そ
れ
ぞ
れ
を
判
定
し
た
が
、
そ
の
段
階
で
は
、
内
外
連
関
の
特
徴
に
つ
い
て
十
分
に
は
分
析
で
き
ず
、
内
外
連
関
の
一
致
、
ず
れ
に
つ
い
て
の
若
干
の
特
長
が
散
見
さ
れ
る
の
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
こ
で
各
グ
ル
ー
プ
の
被
験
者
全
体
を
、
己
評
価
の
得
点
に
し
た
が
っ
て
配
列
す
る
こ
と
で
そ
の
特
徴
を
考
え
て
み
る
。
内
、
外
述
側
の
表
示
は
各
被
験
粁
ご
と
に
、
分
子
に
内
述
関
を
分
け
に
外
巡
閲
を
記
述
す
る
。
さ
ら
に
側
Ｕ
評
価
と
ク
ｍ
ス
さ
せ
る
ことで分類された各内外連関記述を外連関を規準にして「自己態度」のｍで「関与」「無脱関与」に一一分化して配
列する。すると内外連関とも判定不能であるサンプル（ＸｌＸ）は自己態度の面で自己像の結ばない未分化な傾向と
して「関与」と「無・脱」の山側に位椴づくことになる。
高
校
生
を
中
心
に
榊
成
さ
れ
た
表
の
結
果
を
み
る
と
、
ま
ず
自
己
評
価
の
商
い
群
（
尺
度
航
０
１
２
）
の
自
己
像
は
非
常
に
未
分
化
であることが指摘できる。内連関ではＸが占め、外連関でも５、対他「開」対自「無」のタイプが圧倒的である。
自己評価の商いことと自己像の分節度の柵側を考えると、したがってアメリカ青年の自己像の崗さとその説明から
はこの傾向は理解できないことになる。この外連関５のタイプは、対加的梁川に紫慨しているもののそれが州立媒
介の機能をはたさず自己態度に対応してこないという特徴を持っており、対人関係の無媒介と自己価徳感「高」に矛
盾
が
生
じ
て
い
る
。
い
い
か
え
る
と
自
他
関
係
と
そ
の
矛
盾
に
非
自
覚
的
で
あ
る
た
め
に
、
自
己
評
価
が
肥
大
す
る
傾
向
を
み
せ
る
。
全人絡を既存の共同体（集団）に没することで存在のとりあえずの安定がえられたり、人格同士の矛爪ををとりあ
えずたな上げにして成立する。集団意識、社会的規範意識のあらわれであろうか。たしかに、バランスシートを規
準に自己像の座標軸を対象化するアメリカ青年にとって、自己評価とは自己主張と同義語ではあるまいか、とする
とその意味で自己態度への反映を自己評価と対応させて考えられるかも知れない。問題は前述した仮定にもどった
わけだが、ここでは自己評価「商」が自己像の分節化、あるいは対自「関与」に対応しないことをみてとることが
必要だ。したがって連系としては、３「閉↓関」と同じ意味を持つ。尺度債２に外連関６「閉」「無」がみいださ
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2２ 
表４１ｺ己|噸i型と１９１己評価との'11関
；１１１１立il9li佼霧鞭学院
く'111〉〈無・脱〉〈ＩＭＩ〉〈燕・脱〉
ｉＸｉＩ５ 
ｌ｝ＸＯＯ，－
１１Ｉｉ５５５２；ｉＤ 
ｉＸＸＸ２１；Ｘ 
５ｉＸＸｌＸＸ２ｄＸｉＸＸｉＸ 
２１ＸＸＩ５Ｉｊ ２－．‐一一一２ｚｒｚ－２ｉｘｘｉ５
３認:１洲；'''１１：３；溌;'１洲:|織上淵縣↓柵柵繍|：４ 
５‐－－－５ ２３３‘１１Ｘｉ５５５５２２‘ｌ‘ＬＸＸｌＸ５７ 
２３ＸＸＩＸ２ＸＸ６ＸＸ‘ｌ４ｉＸＸｉ２２Ｘ 
`ｉ`、Ｘ:`IＸ`iＸＸｉＩｊｌｉ６6-2-22Ｉ ２４（Ｘｉ－５ｎ；５５ 
断イ脱’'１戸も｜('１内はの全的のりのい３ノiｔがれ絶プー位’１１１反－，連｜:｜傾体分高、点る－，（,火備るががへのＩ映IMI関□｜filに化い}:ｌ専・ｌｌｌル〔庇態傾大先のｊlドｌｌｌｌさＬと評がこし群己IMIそ↓れＩｉ/〔で｜イリきに伽へ￣れか外ＩｌＩｉ、の、で像学し’''’’'１１１３あをv：指城３がてら連Ｉ対グしもと校てﾉﾉ.がにるみ:鯨|蝿HiMlilii蝋孟§m抓弓捌峰iiii1liMi棚iii洲11iｻﾞﾁﾞﾙ:鰄鮴lili塗Mlll鰹嘩鰄ilii憂戦'ili『璽義iii:蝿糊蝋鋤'&鮴鮭lきたlIllllIMi列てるこうにを化しははの２わい（蝿蝋耀ii蝿Ｉｉｉ鱗のあ反るる上に連商し志とにたに￣らいし’１１派'い1,1i２＄雛１９９鰍,:i蜘紬尻詳プリれ－，口外ら対のの弓きて己れるての系イilliをそる無評述ず他粉傾閉る比評て。き述列．内のタ．１１'i関し志合向一゜紋llliおこて系は匹
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2３ 
きの対なこ部像るし他の’２１い述尺がわれ３合
て、他がな位の以とな志３１Ｈ１るＩｌＩｌ庇、ればにす
いｉｌｌｊｊ志らいをアー[：いい向を与・′１１(ｉ外、ヨイⅡる
る校｜イリ、。なノのうとを境へこ、６連日群当こ
‘一生を内ししく分ない断に倣う対に関己れすと
醜だⅣ１外たてｌ析味うつしくみ他児、のてる゜
イトけざ連がい状かで意こたとて対ら内位い意こ
状に十関つる旭ら、味と後いく１２１れ連置る味の
況みことて。あ次ｌｇ１でに半うるとる関の関だ’団（
へらとも対とるの己特よ｝土ｉｌ１ｉと｛）とと喪係がｌｎ１
のれか整自くいよ評徴つ、校ｌｇｌ扱いも失一、は
無るら合でにはうイilli的て外生ｉ」れう連をそこ｜:１
i)ｉｌ傾ＩＩＬしのｉｌ１ｉプな－，で実連特評るな系示れこ己
促｜イリわし時校イこil9Iiiあ現関有ｌＩｌｉクリｋ６しのでｉｉＩｉ
なはれかilU生デとＬ－るすでの３イでがてみのllli
lnl、るも軸のンとに。るの述をプｌＬ１川いで述一，
化彼対対がＸテしみま目５系境は己現る媒系商
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皿そのさしせまった時間に身をよせることによっておこる緊張を、自他関係を切断することで回避するこの試みは、
えられた安定感に反比例して自他関係の偽意誠を秤生産する、というより再生産せざるをえない。そしてこの自己
像のあり様に関する注目は、現象としての正要性というよりも、その防壁を打破する力法の接近が困難であるとい
うところにある。このような傾向はたとえば、３－２，５－２，６－２なども同様である。外巡閲２は、対他志向「棚」
が「関与」に対応する述系で、被験者の日常の人間関係が十分に機能しているタイプである。しかしその反映とし
ての内述関では、一方では対他を「閉」ざす述系３に、他力対日を「無」にする述系５に、その両詩を閉ざす述系
６にそれぞれ形をかえる。自己の内外のあり様としての断絶がより一周はげしく、〃削れ“〃ねじれ“ともよびたい
現われをみせる。この倣向は専門学校にないという意味で商佼生の特徴といえるだろうが、グループをかえること
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（１）詞○ｍのロケ関胸・旨・》のＣａ①ｑ自旦【｝】のシ』・］の⑪８口［妙咄」白日樹の》勺Ｈ】ｐ８８ｐｑ凰剣Ｃ２ｑ勺Ｈ⑰勝・巳＄
（２）質問頃日一○．ａだいたい私は自分に満足している。ｂ時々私は駄目な人間だと思う。ｃ私には奨所がたくさんあると
思
う
。
ｄ
私
は
ふ
つ
う
の
人
と
同
じ
く
ら
い
の
力
量
は
も
っ
て
い
る
と
思
う
。
ｅ
私
は
じ
つ
は
使
い
み
ち
の
な
い
人
間
だ
と
思
う
こ
と
が
あ
る。Ｉ私はこれだけは誇りにしていいと思うものをあまりもっていない。ｇ私は少なくとも他の人たちと同じように生き
る価値はあると思う。ｈ私はもっと自分自身を蝉砿する気持になれないものだろうかと思う。．‐絲凡のところ私は人生の
落
後
新
だ
と
思
い
た
く
な
る
。
ｊ
私
は
い
つ
も
脚
分
旧
身
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極
的
に
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し
て
い
る
。
以
上
の
側
に
そ
れ
ぞ
れ
１
か
ら
４
ま
で
の
間
隔
尺
皮
をおき一つ選択してもらう。得点化は、ａで３か４を選択１点。ｂで１か２、ｅで１か２、ひとつないし二つ選択１点。
ｃで３か４、ｇで３か４、。‐で１か２こつないし三つ選択１点。ｄで３か４、ｆで１か２－つないし一一つ選択１点。ｈで
１か２選択１点。ｊで３か４選択１点。以上の分類にかからないものは０点。したがって最低点０最高点６。
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